
 

 

 

 

 

厳しい寒さから一転、３月下旬の温か
さとなった平成３０年２月２０日（火）
の午前９時３０分より、ＪＲ立川駅から
１０分ほどのところにある大学共同利
用機関法人情報・システム研究機構統計
数理研究所のセミナー室に３０名余り
が参加して重点型研究３「データサイエ
ンス人材育成メソッドの新展開」研究集
会が開催されました。  
欧米に大きく遅れをとっていると言わ

れる我が国の統計教育ですが、先の学習
指導要領改訂で“統計”関連のカリキュ
ラムが加えられ、さらに次期学習指導要
領の改訂では“統計”関連の内容が大幅
に強化されると予想されることから、こ
れまで数年間“統計教育”に取組んでこ
られた事例などをご紹介頂きました。 

 
 
 

統計数理研究所のモデリング研究系教

授で統計科学技術センター長兼統計思

考院長兼図書室長の川﨑先生の司会で

始まった研究集会は、午前中に松本大学、

立教大学、実践女子大学、東京医療保険

大学の事例、午後に京都大学、立教大学、

滋賀大学、東京大学の事例、休憩後には

データサイエンス教育体系化に向けた

学習指導要領改訂と高大接続の動向、統

計検定ＣＢＴ２・３級の問題評価、学習

指導要領の改訂に伴う統計検定２～４

級の出題範囲の再検討の３件の発表な

どが行われました。 

各発表終了後に行われた質疑応答では

議論が沸騰する場面も見られましたが、

午後６時前、無事に終了しました。
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米国ＳＡＴ（大学進学適性試
験：Scholastic Aptitude Test）
問題との比較、グローバル化への
対応、数学や統計学の学び方、諸
外国と国内のカリキュラム、教材
の比較を行い、あるべき姿を明確
化、授業での実践内容でした。 
松本大学での文系学生を対象

に実施した統計の定義、内容、品
質管理等を導入、指導した成果が
具体的に紹介されました。 
発表終了後、早速手が挙がり、

熱心な質疑応答が行われました。 
参考）ＩＳＯ１８４０４：プロセス改善 

における定量的手法 

最初は松本大学総合経営学部教授の田中先生が登壇、
“統計”に限らず、理科、社会、国語等中高教育の現状
に疑問を感じ、研究に取組んだ成果を「視覚情報を用い
た“統計学”指導の一考察」をテーマに発表しました。 

 

 

滋賀大学などでデータサイエ
ンス学部を開設するなど、近年、
学校教育における統計教育拡充
の動向に関心が高まり、学習指導
要領改訂により小中学校で、今年
度は高等学校での統計データを
活用しての主体的・対話的で深い
学びを実現すべく取組まれます。 
一方で統計リテラシーの実情

は単に統計量を求めるだけの使
い方ではなく“問題解決”のため
の統計手法を身に付け、社会で活
用できるデータサイエンス能力
習得のための教育について発表、
データ活用の外部コンテストへ
の挑戦に取組んでいるそうです。 

３人目は実践女子大学人間社会学部人間社会学科教授
の竹内先生が鹿児島純心女子短期大学の末永先生との研
究成果「次世代型汎用的データサイエンス教育を見据え
た授業モデルの構築」をテーマに発表しました。 

 

取組みの背景である立教大学
の国際化推進と教育改革、社会樹
報教育研究センターの取組み、デ
ータサイエンス副専攻などの切
り口で発表を行いました。 
文部科学省の「教育研究高度化

のための支援体制整備事業」の一
環として、教育内容を標準化、効
率的な支援体制、社会科学系学部
での統計関連教育の重要性から
社会情報教育研究センターが設
けられたことを紹介しました。 
グローバル化に向け、専門的な

学びに加え、海外プログラム等の
実習科目等が紹介されました。 

2人目は立教大学経営学部、社会情報教育研究センター
国際化推進機構教授の山口先生が登壇、「立教大学におけ
るデータサイエンス副専攻とグローバル人材育成」をテー
マに特徴ある教育法や支援策などについて発表しました。 
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データサイエンス教育のため
の実践的カリキュラムの開発～
高大接続とオンライン教育取組
みの視点から～、統計的探究力育
成のためのカリキュラムとして
ＭＯＯＣの活用、プロジェクト型
の授業の試行、評価基準の構築
等、取組み成果を発表しました。 
カナダで考案されたＰＰＤＡ

Ｃサイクルを活用して自ら探究
的な活動の展開に必要な知識や
能力を身に付けるため、ＭＯＯＣ
を制作、米ノースカロライナ州で
実践されている統計教育シリー
ズの活用などが紹介されました。 

午前中の最後は、東京医療保健大学教授の深澤先生が、
東京情報大学の櫻井先生と藤原先生、滋賀大学の和泉先
生と連携して取組んだ「統計的探究力育成のためのカリ
キュラムと教材開発」をテーマに発表しました。 

 

 

「医療・看護・保健分野におけ
るデータサイエンス人材育成の
ためのシステム構築の検討」研究
斑の代表としての発表でした。 
近年関心が高まるヘルスケア

関連業界では少子高齢化に伴い、
科学的な視野に基づく解決すべ
き難題に直面しており、質の高い
ヘルスケアサービス提供には多
種データの整備・活用が不可欠で
す。ヘルスケア分野に携わるには
統計的・数理的最適解のみを求め
るのではなく、データの背景にあ
る情報についても把握し、活用し
て役立つ解を追求できる人材の
育成が必要と強調しました。 

午後２人目は立教大学社会情報教育研究センターの助
教・丹野先生が「医療・看護・保健（以下ヘルスケア）
分野におけるデータサイエンティストに必要な能力」を
テーマに代表発表しました。 

実践的なデータ解析スキルを
身に付けるため、ネット上に“ビ
ッグデータ大学”を開設、データ
解析コンペティションを企画、実
施することで、解析能力向上に役
立てるべく取組んでいます。 
コンペティションでは同じデ

ータ（例えば京セラからソーラー
パネルのデータ提供を受け）を参
加者に提供、発電量の予測精度を
競い合うもので、学内ではそのデ
ータの解析法などを学び、コンペ
ティションでは１８チームが予
測精度の高さを競うなど、実践的
な能力向上に役立っています。 

 午後１人目は京都大学助教の馬場先生が登壇、京都大学
の鹿島先生、北海道大学の高瀬先生、新先生、小山先生の
連携・研究「データサイエンティスト育成のためのデータ
解析コンペティションの設計と実践」がテーマでした。 
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 滋賀大学のデータサイエンス
モデルでは、統計学を柱とするデ
ータアナリシス、情報工学・コン
ピュータ科学を柱とするデータ
エンジニアリングを二本柱に新
たな価値を創造すべくデータサ
イエンス教育に取組んでいます。 
 ビッグデータの分析・解析を行
うための専門知識とスキル、ビッ
グデータを加工・処理する専門知
識とスキルを身に付けるカリキ
ュラムを設け、データコンサルタ
ント、データエンジニア、データ
アナリストを育成していく計画
で取組んでいるそうです。 

３人目は滋賀大学データサイエンス学部教授の齋藤先
生が登壇、同学の竹村先生、和泉先生、姫野先生、松井
先生、伊達先生を代表して「データサイエンティスト育
成に向けた滋賀大学モデル」をテーマに発表しました。 

 

 

近年、関心の薄かった統計教育
に光を当て、学習指導要領に反
映・改訂されるところにきました
が、社会に不可欠な統計、教養教
育としての統計とデータサイエ
ンス教育の課題～意思決定を高
度化する統計思考力の育成～に
ついて具体的に解説頂きました。 
２０１１年に施行された全米

共通コアカリキュラムと比較す
ると、大きく遅れをとっていた日
本の統計教育、形だけでもと学習
指導要領の改訂を働きかけてい
るが、一層の強化が不可欠であり
さらに加速させるべく取組みた
いと強調しました。 

３時２０分からの休憩を挟み、午後５人目は慶應義塾大
学大学院健康マネジメント研究科教授の渡辺先生が登壇
「データサイエンス教育体系化に向けた学習指導要領改
訂と高大接続の動向」をテーマに発表しました。 

 

 情報理工学系が主体となって
進めているデータサイエンティ
スト養成講座は「確かな基礎から
最先端を切り開く能力まで」身に
付けるべく、基礎課程、応用課程、
実践課程の３段階に分けてデー
タサイエンスに取組んでいます。 
 データ解析に必要な基礎理論、
データ処理技術、実データの取扱
いなどを学び、次いで現場のデー
タサイエンス課題のソリューシ
ョン提供、最終的には企業から提
供を受けたデータをテーマに基
づいて問題解決を行う実践課程
を習得する実践的内容でした。 

４人目は東京大学情報理工学系研究科ソーシャルＩＣ
Ｔ研究センターの特任助教の久野先生が登壇、大学院の木
脇先生と共に取組んだ研究成果を「東京大学データサイエ
ンティスト養成講座について」をテーマに発表しました。 
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 発表終了後には川﨑先生
のリードで質疑応答が行わ
れました。出席者のほとん
どが統計教育に取組む先生
方のため質問も専門的で突
っ込んだ内容のため、緊迫
感溢れる質疑応答でした。
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 日本には“統計学”を専門に学
ぶ大学の学部・学科が存在しない
だけではなく、大学での“統計学”
の専門家も少ないことから的確
な教育ができず、中等教育段階で
“統計教育”を実施したくてもで
きないのが実情、教員の養成体制
が脆弱と指摘しました。 
 平成２１年３月高等学校学習
指導要領の公示の中で数学Ⅰに
「データの分析」で“統計”が必
履修となるなど統計教育の強化
が加速、統計検定のＣＢＴ利活用
で世の中の統計への関心を高め
る必要があると強調しました。 

７番目は、千葉大学名誉教授、大学入試センター名誉教
授の田栗先生が登壇、大学入試センターの桜井先生、名
古屋工業大学の林先生との連携で「統計検定ＣＢＴ２・
３級の問題評価について」をテーマに発表しました。 

 

 “統計検定”誕生前の話から始
まり、平成２０年、２１年の小中
学校、高等学校の学習指導要領公
示、平成２２年の統計教育推進委
員会による「統計学分野の教育課
程編成上の参照基準策定・公表」
などの背景が紹介されました。 
 ２１世紀“ビッグデータ時代”
に入り、ビッグデータの分析が求
められる中、できる人材の不足が
顕在化、日本では統計学専攻の大
卒者は年間４千人、対して米国は
２万５千人と言われ、データサイ
エンティストの育成が急務と強
調されました。 

最後は再び千葉大学名誉教授の田栗先生が登壇、本研究
集会を締めくくるべく、長年大学入試センターに努めた経
験から、「学習指導要領の改訂に伴う、統計検定２～４級
の出題範囲の再検討」をテーマに発表しました。 



 

 

 
 

◆ 発表用パワーポイントの縮小版が配布されました 
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